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『サパの本』第3部分における

言語的特性についての覚書

岩井憲幸

はじめに

古代ロシアにおける文章語成立の最初期の様相を探求するために，その中

核をになった古代教会スラヴ語 (OCS)資料の研究は必須である。その一

環として， 10世紀東ブルガリアで成立したとされるアプラコスの『ヴァチ

カン・パリンプセストJ(Vat)と 11世紀東ブルガリア成立のアプラコス

「サパの本J(Sav)とのパラレル・テクストを現在作成中であるO 後者は従

来 OCSのカノンとされる部分のみを活字化した凹eIIKllH'b刊本が依拠され

るべきテクストであったが， 1999年民間3eBCKaHらによって非カノン部分

を含むSav全体が写真と翻刻を備えて刊行された。凹eIIKllH'b刊本での誤り

をただした上に， Savの全貌をはじめて示したのである。よって，筆者ら

の作業での底本はこの本に依拠することとした。(以下ことわらない限り

Savは1999年刊本所載テクストを言う。)

Savは刊本前書き部分に従えば，次の4部分に分けられるとされる。

第 l部分 (Sav1とする):第 1一第 124葉。 13C末-14c初， ロシア

で成立。パリンプセスト。

第2部分 (Sav2) :第25一第 153葉。 11c，ブルガリア成立。

第3部分 (Sav3) :第 154ー第 165葉。 11c末 12初，ロシア。
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第4部分 (Sav4) :第 166葉。 11c，ブルガリア。

OCSのカノンとされるのは Sav2である。非カノン部分は Sav1とSav3

となる。 (Sav4については，穂々の問題を合むゆえに姑くおく。〉我々の作

業は Sav2はむろんのこと， Sav 1とSav3をも含めて，パラレル・テクス

ト化する計画で進行中であるが，ここにひとつの問題が生じてくる。

そもそも Sav全体を Vatと対比させてよいものか。筆者らは OCS資料

としての SavおよびVatという観点よりも，今回の場合，両者が東フ宇ルガ

リア成立である点，古代ロシアにとり東ブルガリアがOCSの雷語文化遺産

を継承するための重要な中継地域である点を考慮した。 Savの非カノン部

分がどのように，いつ捕われたかについては，最終的に 1999年刊本の研究

篇をまたなければならないが， しかし筆者らはこの形で一一いわばカノン部

分をうまく他書由来で補っている一一伝承されてきたことを重んじて，あえ

て非カノン部分も含めて， Sav全体を Vatにぶつけてみようとした。むろ

ん，何らかの方法でカノン・非カノンの区別はする。なお VatはOCSのカ

ノンに入りうるとみられる。

しかしながら， Sav 1については，言語史的には興味深いが，今回の作業

では，やや妥当性を欠くかもしれな~) (l)。それでは， Sav3はどうであろう

か。ここでは時間差よりも地域の援が問題となるわけだが， Sav 3がVat

と比較対照に値いするか否か，吟味する必要がある。すなわち， Sav3の言

語的特性を具体的に知らなければならない。本稿の目的は，上記の妥当性を

確認することである。

1 その前に， Sav3はわずか 11葉半であるが，理士畷日の早課 11の福音

を内容とすることは上述した。そしてその位置が， rオストロミール福音書』
(1056-57年ロシア成立のアプラコス。 Ostr)などとは異なり， synaxarion 

の末にではなく， menologionの末に存することにも桟意されたい。ここで



『サパの本」第8部分における言語的特性についての覚書 3 

は確認のために，四福害順にその麗句番号と出現筒所の葉・行そ掲げておく。

聖句番号 出現箇所 備 考

Mt28.19-20 154 a ト5 早課 11の福音の第1，末部。

Mc 16.1-8 154 a 7-154 611 11 第2

Mc 16.9-20 1546 12-155 6 15 11 第3

L 24.1-12 155617-156612 11 第4

L 24.12-35 156614-15866 11 第5

L 24.36-53 15868-159618 11 第6

J 20.1-10 160al-16067 〆〆 第7

J 20.11-18 16069-161 a 20 11 第8

J 20.19-31 16162-162612 ノノ 第9

J 21.1-14 162614-164 a 2 〆〆 第10

J 21.14-25 164 a 4-165 a 14 11 第11

注1.福音第lはMt 28.16-200 
2.翻字部分159d 9末 (M-)の前に，襲句番号 (50)を入れるべき。

3.同上16063末 (N80YI30)の前に.!1l句番号 (9)安入れるべ索。

注

2 

3 

4 

5 

4.同上 160611末 (MBM-)の前に，聖句番号(12)を入れるべき。同上 160619 

(OI3PATMCA)は (CA)を離して2語とすべき。 16'la17先頭の(18)は，次行 18

の先頭に付すべき。

5.向上161d 8 <日〉の前に.!1l句番号 (20)奇，同よ16262(r刀A)の前にく29)を入

れるべき。

テクストの脱落および語順につき一言する。 157d 12のL24.23はSav3

では<IIPl1LlOllIA)で始まるが，四福音書の Marではこの語以前に <1

N8 OEPもTbllIA T8J18C8 8fO.)の一文が存する。 Nik(幻も <11N8 

OEP色Tb1lI8 TもJ18C88fO.) と同様。 アプラコスの Assω 〈日 N8

OEPもTllIATもJ18C88fO)， Ostr <11 N8 OEP色Tも皿8TもJ18C8:afO・〉

と同様に存する。 L24.23はSav1にも重複して存在し， ここでは〈日 N8

OEPもTOllIAT8J18CETO) (5 d 5) とある。とすれば， Sav3での早課 11

の福音第5におけるかかる一文の脱落は，故意になされたものか，それとも

過失によるものであるか，疑問として残る。
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Marとの関連でいえば， J 20.25における語)1慣についても言及したい。 Sav

3の162a 6-8に次のようにある部分である。

11 BbJ10JK.ffi IIPbCT A MOIETO B1コ凪7，;B昂 fB07，;耳目11N品目・

Marでの問題とする部分は次のようにある。コンテクスト上，前後も引用

する。

fJ1AAX品 JK88MOY且POYS1111OY可8N11U11B11且もXOMbfA. ONb 

JK8 P848 11Mも.AIIIT8 N8 B11JK且.ffiNA PffiKOY 8rOち3BbI

rB03耳目1NもL1:1i¥..1 BbJ10JKffi PffiKb1 M08臥 Bも P8EPA 8rO. N11 

Bb瓦OJK(昂) IIPbCT A M08rO Bb色3Bm.rB03ll1111N晶踊. N8 
11Mffi B色Pも，1-:. 

〔さて，ほかの弟子たちが彼[トマス]に「われわれは主を見たJと言っ

た。するとその者[トマス]は彼らに言った。「もしも私が彼[イエス]

の両手に釘痕 [pl.Jを見，そして私の両手を彼〔イエス]の脇にさし

入れ，私の指 [sg.Jを[その]釘痕 [sg.Jにさし入れてみなければ，

私は信じない。〕

逐語訳を角カッコ内に示したが，問題の要点は〈釘痕を見，指をそこにさし

入れ)，ついで〈両手を脇にさし入れて〉確認するというのが，自然な行為

の流れであり，ギリシア語テクストもこの)1国である。 Tischendorfω でも問

題の <A凹8)以下に対応する文は次の通りである。(下線は筆者)。

eavμカおωSνταfuXeρUlV auτOUτ0ντU7!Oντφν ねωνκαtβaAωμOU

τ0ν aaKτuAOνeluτ0ντ6πoντのνガAωνκαJβaAωμOUτカνxεtραεluτカν

πλeUρavα0τOU，ouμ市πwreuσω.
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注下線部は今日ではτ批oνが正文とされる。

J 20.25はSav3とSav1の2箇所に存し， ともに自然の語RIf!である。

Marが異なっている。残念ながら， Zog(のでは当該個所が欠文であるが，

Jagieの校訂注ではかかる語JI聞の事実に言及しており，ここでいう〈自然の

語順〉は， Ostr， Ass， Nikに現われることを示す。四福音書の Nikでもア

プラコスの Ostr，Assでも，同様の語順であるととは，四福音書もアプラ

コスも〈自然の流れ〉の方が通常の伝承であっただろう。なお 13c ・ブルガ

リアの四福音書EiammnweBaHreJU!eωでは，次のように〈指〉の条が存在

しなL、。ただし， このことがMarの語順とはいかに関わるかはなんとも言

えない。ただ指摘するのみである。

且

[…] A田εNEBl1JKD.ffi NA P.ffiKOY IETO 且ZBbIfB03εI1NbI.ffi. l1 

Bb刀OJK.ffiP.ffiKffi MO.ffi Bb P8EP A afO. N8 I1Mffi BもPbI11. 

2 Sav 2とSav3の言語的差異をさぐるひとつの小さな手掛りが存在する。

上に，カノン部分を核としてうまく他書由来で補っていると書いたが，ごく

一部， Sav 2とSav3にテクストの重複が存するのである。

Menologion中の聖土曜日に請する早課 11の福音のうち，第 10の福音が

それである。 Sav2では 153a 1から 153611までに， J 21.4の末から J

21.14まで収録する。(J21.1から J21.4途中までは欠文。)Sav 3は162614-

164 a 2に，第 10の福音 CJ21.1-J 21.14)全文を掲げる O 今，重複部分を引

用すれば次のようである。なお参考のため第 l段に『マリア写本J(Mar) 

の該所を，第2段に Sav3のテクストを並出する。また引用にあたり，い

わゆる spiritusは省略する。番号は聖句番号である。

Mar : rr03NAIIIA JK8 OY48Nl1Ul1 もKOI1C 
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Sav 2 : […] ZNAIIIA A8 OY48NI1UI1弘氏oIC 

Sav 3 : rrOZNAIIIA Aε18r0 OY48NI1UI1民KOIC 

8CT1コ.5 rJIA A8 I1Mb I1C LlもTI1.8LIA

8CTb・5rJIA A8 I1Mb IC. 4ALlA.I1MAT8 

I8CTb・5r JIA A8 I1MもIC且色TI1・I1MAT8

4TO CbN1う且bNOI1MA T8. OTbB色IIITAIIIA. 

刀I14TO CもN1うllbNO・ OTbB色IUAIII企

耳目 4TO CbN'1'>llbNO・Cb且8CuB色町A凹A

A8 8MOY NI1. 6 ONb A8 P84ε 

8MOY出tJ:8NI1UI1.NI1. 60NもA8P8tJ:8 

I8MOY NI1I1・ 6ONb A8 P8可e

I1Mb. BもBPbSもT80江8CN直田 CTPANill

I1Mb・BもBPbZ1うT80 118CNillIffi CTP ANill 

I1M1コ・ BbBPhZ色T80江8CNill旧 CTPANill

KOPA13刀ち MPちAill.日05PA.IIIT8T8. 

MPもAA I1 05P AIU8T8. 

MPもAA I1 05P A.IU8T8 

BもBPもrill A8. l K 

BもBPbrOIIIAA8. I1 K 

BもBPbrOIIIAA8 I1 Kb 

TOMOY N8 

TO肘10Y N8 

TOMOY N8 
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MOJKAAX昂 IIPL1B刀も旧TL18M1.. OT'b 

MOJKAXill IIPL1B江も回目 OT'b 

MOJKAAXOY IIPL1B刀ち回目 I8Jt.¥・百

MNOJKbCTBA Pも，JEも. 7 fJIA JK8 

MNO双'bCTBA P'bIB'b・ 7fJIA JK8 

MNOJKbCTBA P'bIl3b・7f江 JK8

OY可8NL1Kb8fOJK8江町EJI1>1lI8L1Cも

OY可8NL1Kも・ 8fOJK8江IOE江も凹8IC

OYlf8NL1Kb 8fOJK8 JIIOE刀臥1lI8IC

118TPOBL1. fも8CTb.CL1MONもJK8118TPb

118TPOBL1-fb 8CTb・CL1MON'bJK8 118TPb・

118TPOBL1 fb 8CTb・CL1MONもJK8118TPも

C江羽田ABb色KOfb 8CTb. 8118N耳目TOMb

C刀羽田ABb也氏ofb 8CT1コ・ 8II8Nb耳目TOMb-

CJIも，JBA凹'b臥KOfb 8CTb・日II8N耳目TOMb

l1PもIIOもCACiT¥. E1う50NAfも.1 BもBPbJK8

l1P1>110臥CACA.-5も50NAfb-L1 BもBPbJK8

l1PもIIO且CACiT¥ Eも50NAfb L1 BもBPbJK8

CiT¥ BもMOP8.8 A npOYSL1L1 OYQ8NL1UL1 

CA. Bb MOP8. 8 A np~4L11 OY可8NI1UL1

CiT¥ Bb MOP8 ・8A npOY4L1I1 OY可εNL1UL1
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KOP A511UbMb IIPl1llill. N8 51うIlIA50 

KOP A511U8Mb IIPl1ll0IlIA. N8 5色IlIA50 

KOP A5J111UbMb IIPM且0凹A.N851うIlIA50 

且AJ18可80Tも38M刀A.NももKOIIもBもCもTも

且AJ18480Tも ~8MbA. Nも民KOC 

且AJI8可8cu ~8MJI民. Nb弘氏O且色B'tCもT1う

JIAKTlコ. B刀T沼市町T8MP1うAillPbI5も.9 

JIAKbTb・B江'.sI{品lH8 MP色AillPも，I5b・9

刀AKもTも BJI'tKOYIll8MP1うAA. 9 

もKOA8 M3JIも3ill NA 38MJIlffi. 

IAKO A8 l1~BもKOIIIA NA ~8MJIill. 

M也氏OA8M~JI1う~O凹A NA ~8MJIIO. 

BM且色凹AOrNb JI8AAlTlb M P(も)l15ill

Bl1且色凹AOrNb刀8AA田b 11 PbI5ill 

BM且も凹AOrNb刀¢双AIllb・11PbI5ill 

NA N8Mb JI8AAIlITill 11 XJIも(5)も.10 

NA N8Mb JIC}I{A凹ill.11 XJIもEも・ 10 

NA N8Mb JICAAIllOY 11 XJIも5b・10

rJIA 11Mもl1C.日Pl1N8CもT8OTb PbI:Slコ

凶 rJIA11Mb IC・IIPl1N8C1うT80TもPも.r:sも

rJ1A 11Mb IC IIPl1N8C色T8cu PbI:Sb 
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協JK8肱CT8Nも.rN1う. 11 Bh刀も38JK8 C11MONb 

AJK8 ACT8 NbIN且・ 11BhJIもZ8JK8 C11MONも

凪JK8且CT8NbIN~・ 11 BbJIちZもJK8C11MONb 

II8T(P)も目白(B)刀色可8M(P)色JKffiNA 38MJIli'n. 
n 

II8TPも・ 11 11ZB 1Jl.I8 MPもJKffi NA Z8M刀ffi.

II8TPb・ 11ZB刀色可8 MP1うJKffi NA Z8MJIIO 

H刀bN昂 B8刀lIIlPbIB1ふCもTO11 IIATh且8CATも

IIJIもNffiB8JI11IXb Pも，IEも・PN r. 

IIJIbNO B8JI11KbIXb Pも，JEb・p・N.11.r・

日TPM.t TOJI11KOY CffiIIITb N8 

11 TO刀11KOYJK8 51コmbIIIION8 

日TOJI11KOY Cffiillffi N8 

IIPOTPも}l{8CA MP1JJKA.:・12 rJ1A 

IIPOTPbJK8 CA. MPもJKA・12 rJIA 

IIPOTPbJK8 CA MPも双A・1211 rJIA 

11M1コ珂C.IIP11江もTεOE1う江OY11T8.1

11Mb IC・IIP11LI1JT8OEも且OYIT8.11 

11MもIC IIP11LI1JT80E1うLIOY11T8.11

N11KTOJK8 N8 CbMもAIII8OTb OY可8N11Kb

N11KTOJK8 N8 CbMもIIl8 OTb OYl.I8N11Kも
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N11KTOJK8 N8 CもM1うAIlI8 百 OYQ8N11Kも

日CTASA T11 8fO Tb1 KTO 8C11. 白色且品皿T8

11CT A;SA T11 ETO・Tも，1KTO 8C11・B1う江品田e

11CT A;SA T11 8fO Tb1 KTO IEC11・B色nm田e

もKOfb E:CTも. 13 IIPl1n8 JK8 11C. 

I1¥KO fh 8CTb・13IIP11n8 JK8 1C・

民KOfh IECTも・ 13ITP岡江εJKεIC

1 IIP11肱TbXJI色EA11江ACTb11Mb. 

11 IIP11A Tb XJIもEb・H且ACTb11Mb・

IIP11Mb XJIちE'1 nACTh 11Mb・

1 PbIE毘 TAK(O)双且8.14 C8旧JK8

11Pも，1EmTAKOJK且8. 14 C8 OYJKε 

11 Pb1EITi T AKO}K且C. 14 CC OY}KC 

TPCT11 (11U1i)もB11CA 11C OYQCN11KOMb 

TPE:T11IUI 1C・同B11CA OYQCN11KO肘lb

TPCT11E:配且B11CA 1C OYQE:N11KOMも

CB011Mも BbCTAB'h OTb MPもTBも，IXも・.'

CBOIMh. BbCTABb OTb MPhTBも，1Xも L

CB011Mb・BもCTABも11;S MPh TBbI11Xも

確認しておく。 Marはグラゴル文字文献にして 10-11cマケドニアで成立
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した四福音書。一方Sav2， Sav 3はキリル文字文献でアプラコス福音害。

Sav 2はllc東ブルガリアの， Sav3はllc末-12c初ロシアの成立である。

引用文のうち， Sav 2とSav3とを比較してみる。ただちにわかることは，

Sav3において1)鼻音の消失による IOCb!の混乱であり， 2)動調3人称現

在語尾-Tbの圧倒的使用であり，それでいて jersの使用は比較的正しい。

これらは pyCI13Mの主要特徴に含まれる。引用文中の例を掲げる。 ()I国序は

出現11目。一部のみの誤りの場合も含める。 spiritusは無視する)。

1) IOCb! : 

①A.， hi.の誤り:IIO~NAIIIA ，百Bも国A凹A ， MP1うJKA，18弘，

Eも凹A，~8M刀凪， Bl1ll1JIIIA， 刀8JKA町b，刀¢双AIIIOY，N1コmhi.，

弘CT8

ただし次は正:抗日0，OEP A.III8T8， IIP1JIIOlACA CA.，日Pl11l0血A.，

11~刀TうえOIIIA.， 協JK8，IIPOTPbJK8 CA.， 日CTA.~ATl1， 臥Bl1CA. 

②m.，!ffiの誤り:1l8CNffi旧， MOJKAAXOY， B江もKOY凹8，~8MJIIO 

(X2)， 刀8JKAIIIOY，~EM刀旧， CffiIIIffi 

ただし正(一部も含む): 1l8CNffiIO， CTP AN昂， MP1JJK品， Pも，IE品，

Bち且E凹e
2)司 Tb: 18CTb (x2)， 8CTb (x2)，且ACTb

もう少し細かに見てゆく。音韻上の最重要点は上記引用文中には出現し

ない(次節を見よ)。他の pyCI13Mに関してはどうであろうか。すなわち，

3)子音聞の流音+jers，および4)名調男性単数造格形である。前者はOCS

形 r'h/rb，1 'h/1hであるが， pyCH3M形はもr/hr，'h1である。後者4)はOCS

形-Offibに対し， pyCH3M形はーもffihである。例示する。

3) pyCI13M形なし。

OCS形:BbBPb~1JT8， BbBPbfffi， BbBPbJK8， 日刀bNO，IIPOTPb-

JK8， MPb TBbU1Xb 
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4) pyCM3M形なし。

OCS形:I1II8NLU1TOMh 

さらに文字と音，形態等につき目につく点を検討するが，句読法について

は問わない。以下通し番号を付す。

5)いわゆる spiritusは， Sav3では母音字母上にくりを付す。

引用文では spiritusは省略したが， 1999年刊本の写真と翻字テクストによ

る。母普字母上が頭位に立つ場合のみならず，籍中・語尾のいずれにあって

も付され，さらに，同一語内で何度も付される場合もあり，まったく付され

ない場合もある。これに対し Sav2では主に顕位にたっ，あるいは語構成

上の頭位にたつ母音字上にギリシア語の spiritusasperと同形の十〉を

付す。しかし必ずというわけではない。なお， <A>は位置の制限なく<' > 
がiota化を示すともとれる。

Sav 3 : IETO， 013P Aill8T8， 013色且OYI1T8，n8CNinIO 

Sav 2: 8CTも， lA.KO; 4，8MhA， Alli8， ACT8， IIPI1A Tb 

6) ~， j~ を表わす文字は，上記引用文に限って言えば， Sav 3はA，b弘

在用いる。ただし音価は失われているとみられる。

これに対して Sav2は表記が不安定でA.， Aの2字を用いるo Cspiritusの

付いた Aについては 5)末を見よ)。この項の例は省略する。

7)邑は， Sav3においては次の誤記を除き，すべて正しく綴られる:

且~B1うCもTも

Sav 2では江町E刀も凹eを除き(下の 9)参照)，本来の綴り通りである。

例省略。

8)前置詞および接頭辞の otb，ot仏)ーは， Sav3では百， u}ーと綴る。

Sav 2はともに OTbo例省略。

9)母音の同化と縮約に関し， Sav3はMOlliAAXOY，CもM1うA田eで本

来の表記を保ち，刀I013江民国¢で縮約を生じている。

Sav 2は上記3語に対し，それぞれ MOlliAXin，CもM1う凹8，JTI013も凹eと
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すべて縮約形。とくに刀10131うIU8の場合，標準化.iE審法では刀旧日刀臥AIUE

とあるべきところで， MarがJIIOI3色田eと綴るところから， これはグラゴ

ル文献の影響の反映であろうか。

10) 上記1)と関連するが，動調アオリスト 3 人称複数形語尾-s~ は，

Sav3において一凹Aと綴られ頻出する。この語尾は上記2)同様に目

につく。

これに対し Sav2は-IIIAである。

11)動調アオリストの形態に関し， Marにおいて古い形を用いるのに対

し， Sav 2， Sav 3ともに新形を用いる。

Mar: B'1BPbfffi.， IIPI1耳ffi.， I13JIも3ffi.

Sav 2 : B'1BPbrOIIIA，日PI1江OIIIA，I1ZBもKOIIIA(sic) 

Sav 3: 81コ8PbrOIIIA，IIPI1且0皿A，I1Z江1:>ZO凹A
動詞の時制の差異は今，問題としない。

12)語葉の驚異に闘し，次のような違いがある。例示は岡順。

Mar:且もTI1， 8且A，B8JII1I， TP8TI1 (日日目)， OT'1 

Sav 2: 4A江A，刀I1， B8江I1IXも， TP8TI1IUI. OTも

Sav 3 : LIもTI1， 刀I1， 88耳目白1コmxも， TP8TI18It， I1Z 

3 前節で述べたような諸点を手掛りとして， Sav3の他の部分のテクスト

につき，その特徴を検討することができるであろうか。

Sav3は154aから 165aまでの 11葉半で，このうち重複するテクストは

前節で検討した Sav2とのJ21.4-14と， Sav 1との Mc16.1のみである。

本稿では後者は除外してよL、。 Sav3はカレンダ一部分を除き，そのテクス

トでの延べ語数は 2400余語を算えるが， これによってさらなる特徴点そ記

述してみたい。この節では主に Marとの比較をもとに記述するが， Mar原

本において末尾が欠損しているゆえ， J 21.17-25の約 190余語は同じくカノ

ンの Zogと比較せざるをえなかった。
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本節で述べるべき第ーは，次のごとき Sav3のテクストが東スラヴ語で

あることを証する最重要の根拠である。

1)スラヴ祖語での子音結合*tj，*djのうち，後者につき， Sav3にお

いてきで出現する例をみる:IIPもJK8(154613， 16062)， OYTBPbJKA-

旧田町(155614)，NffiJKACTA (158 a 8)， Bも~Ll8JK811n1 (16465) 

いうまでもなく，上記子音結合は OCSで各々話t，zdで，東スラヴ

語でと， zで対応する O カノンの Marでは上例はそれぞれ IIPもJK且ε，

OYTBPも涼且A匝凹TIO，NrnJ:l{且A凹8T8，Bb3且りI{且G凹凶とある。いずれ

にせよ，上記1)の l点のみで， Sav 3のテクストの言語帰属は決定された

と言ってよいであろう。すなわち slavonrusseであるO なお c-stの例は

見当らなかった。(本節1)の例は前節引用のテクストにはない。)

さて，以下では前節の特徴点の補強，さらなる特徴の付加を行なう。ただ

し細部には入らず，主な点につき記述するものとする。また句読法について

は問わなL、。

記号と文字についてから始める。(以下立論上通し番号を付す。また例に

ついては，出現箇所を表示する故，前節でとりあげたものが再出する場合が

ある。)

2)いわゆる母音文字上につく spiritusはくのを用いる。語頭・語中・

語尾のいずれにも付加され，多用される。 (cf.前節目)

Al，b (154 a 3)， 3AOYTPA (154 a 11)，且E:CNOYIO(154 a 19)， 

110ANA (16161)， TP8TI1I88 (164 a 15) 

これに対し， Sav2は〈・〉とく・〉が併存する。 Sav1 iま付されることが

まれだが， <・〉を用いるo Sav 3での変わった例として次例をみる。

MもNも (161a 6)， B (158 a 6) 

上例第2は子音字に付されたもので，ここでの例としてはふさわしくないが，

Sav 2の特定の語において，

且自b(72 a 2)， Ll自b(13069) 
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のごとく， weak jersの脱落を反映する記号として spiritusが用いられて

いる事例があるから，これと同様とも解しうる。(なお Sav3では， llNb 

(157 a 17)のように TMTJlOで対応する)。

3)百の字体が目立つ。ただしもIも併存する。

P'bIEbI (159 a 7) ; Eも，ICTb(154620) 

百の字体の他の出現箇所は次の通り(7): 154 a 1， 156 a 11， 156 a 19， 

15668， 1566 16， 15765， 1576 10， 158 a 18， 159 a 13， 159 a 17， 159 

a 20， 159617， 160 a 14， 161 a 9， 161616 

Sav2でこの字体は用いない。一方， Sav 1ではほとんどが〈宜〉を用いる

が，第 l要素もが大きく第2要素の Iは極端に短くかっ中の横線を介して

もにもたれかかっているような特徴的な字体である。例E百T日(10a 8)。

1999年刊本のく序論〉では，かかる字体をアーケイックなものとしている

(p.37)。だが残念なことに， Sav3では翻刻においても，Ij百の 2字体を区別

して用いているのに対し， Sav 1ではこの区別がなされず， 'bIのみで翻刻

される。一方e(4613等〉などが，その字体で翻刻されているのであるo

Sav3との一貫性において，これは不都合ではなかろうか。

4)文字に関して細かなことをいくつか記す。

イ)Aの字体はこの字体のみ。 Sav1も同様。これに対し， Sav 2はA，

A.， Aの3体がある。臥の字体あり。 Sav1はなし。 (cf.前節6))

ロ)m， lffiの字体あり。 Sav2も同様。 Sav1はこれらの字体を用いず。
ハ)0，ωの2字体あり。 ωは使用が限定的で，語頭および前置調

OTも(語源的に解されるケースを含む〉を示す合字として，特に後

者で多用される。 (cf.前節8))

ω11JtI (157 a 7) ，ωN1うMA (158 a 13) .ωE.IT8illb (158 a 11); 

W (154 a 15， 155 a 2. 156 a 1， 156 a 20， 1566 10， 1566 10， 1566 

18， 157 a 1， 1576 14， 158 a 3， 158 a 15， 15868， 159 a 4， 159 a 8， 

159 a 20， 15964， 159613， 160 a 4， 160 a 7， 16065， 161619， 
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162620， 163 a 1， 163 a 16， 16364， 16369， 163616， 164 a 5 ; 

WN8J18:IKE (5769)，ただし6(15468) 

ωは単独あるいは詰中で用いられる例が少数ある。

ω (157 a 3， 157 a 19， 159 a 15) ; KJ18ωIIA (157 a 13) 

否は接頭辞の場合でも用いられる。 (cf.前節8))

百BA耳目Tb (154 a 14)， WBAJ18Nb 054 a 16 ， 156 a 1) ， 

百CTO臥凹OYIO(156 d 20) ， 百B1う凹ABb(157 a 12)， 百BPb~OCTA

Ca (158 a 13) ，百BPb~8 (159 a 16)， WCTOYII凶(159612) ， 

百UOYCT118 (161616)， 百UffiCTa Tb Ca (161 6 16) ， 百B1う凹A

(16261)， 面B1王国A凹A (163 a 12) 

ニ)同価の目， !， Iの3字体があるが，I!ま〈イエス〉の語の諸形を綴

る特に特化されている。またIはカレンダ一部分を含む数値にあてら

れて使用することに限定される。

• 1・(15661，1626 13)， ・疋・(164a 3) 

ただしIの字体の例が2箇所存するが，これは行聞に上書きされてい

るから，校正時の加筆とみられる。

r (155615)，刀1064 a 12) 

ホ)Oy， ~の 2 字体あり o ~は少数。

Bb~bM~Tb (15564)， OEPもT包(156a 2)， 

へ)-&は人名・地名および数字を表わす場合に使用。

。OMA(161619， 162 a 12)， -&OMも(162a 15)， NA⑪ANAllJ1も
(162619)， Bll'0'AN珂臥(159610) ; ・⑪・(1616 1) 

ト)次の文字はカレンダ一部分を含む数字表記にのみ使用。

8・(15867)，・設・(157a 1) 

チ)HJKHuaはyを使用。

CYllAPb (160 a 18) 

音に関わる事項に移る。
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5)悶C日は 4)のイ)ロ)で述べたように，字体としては存在するが，す

でに鼻音性は喪失している。これはイ)A， :hl..を臥，ロ)in，匝を各々

OY，回とする綴りの誤りから容易に見てとれる。 Aを正しく綴るもの

のうち， もっとも安定しているのは CAである (cf.MA， TA)。あた

かも記号化しているごとくである。(以下本事項よりアルファベット順

に例示する。ただし網羅的ではない)(cf.前節1)， 6)) 

① A/凪を正しく綴るもの(一部でも): 

B11江A凹b 0586 14)， BPもMA (164 a 4)， Bも3AJ1b 061 a 5) ， 

B1コ3ATも 060a3)，Bも;;AIJlA 060 a 7， 160617)， BbCITATb 060 

6 19)， rop A 058 a 16)， rPA江OYIJlA 055 a 2)， 1111ACT A (158 a 

6)， 11MA (15962，162612)， 11CTAZAT11 (163617)， MOA (1646 

2)， MbNAIII11 061 a 3)， MA 061 6 13， 16263， 164 a 8， 164 a 12， 

164a17， 164a19)， OEJ1A;;11 (158a8)， PACITATArO (5461)， 

PACITAIJlA (15765)， T A (164 a 9， 164 a 14， 1646 1， 16466， 1646 

16)， 4ACTb 059 a 8)， AIJlA 055 a 1， 155 a 13)，民JK8(16369) 

② A/凪を且 (z，cの後で a)ω と誤るもの:

Z8M刀且 (6364) ， 刀8JKA凹OY (6368)， 刀εJKA皿b (6367)， 

KJI8口且h¥(16468)， MO民 064a 10， 164 a 15)， MOa且(162a 8)， 

OBbUA (6461)， ITP1う耳A臥日 (64615)，民 054a 1， 154 a 2， 1546 

8，159610，159611，159612)，民JK80556 19， 15665)，且Zも，IKもI

(15562)， IA;;もmもXb(15963)，抗CT8(63610)， a民 063a 16) 

③ in/l置を正しく綴るもの(一部でも): 

B11JK且in060 a 4)， BbJ10JKin (162 a 6， 162 a 8)， BもNinTPb062 a 

11)， B1う月in叫8(63617)，瓦8CN昂旧 063a 13)，珂CT11Nin(5863)， 

IIinT11 058 a 17)， CBO田 058a 2)， CTPANin 063 a 14)， PbIEin 

06367，163619)， Cin国日 060a 2， 161 62)， XOIII昂 064618，

165 a 3) 
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④ ffij匝を OYjIOで誤って綴るもの:

EPAT11IO (165 a 1)， EOYll11 (162 a 19)， E'bIBAIOTb (165 a 11)， 

BJIもKOY凹8 (16365)， BbZbMOY (161 a 7)， BbCKPbCNOYT11 

(159 a 20， 160(5)， BもCXO'lKllOY(161 a 15)， B1うPOY (16269)， 

B1うPOY旧国80626 11)， BもPOY町田8Mも 059as)， r江町(16462)，

rPA且OymA(155 a 2)，江E:CNffiIO(163 a 13)， Z8M刀IO(16366， 

163(12)， 11且OY(163 a 3)， 11LlOymA (164 (13)， 11MOY 062 a 9)， 

11MOymA (159 a 1)， K018IO (16468)， JI8}I{AmOY (16368)， 

刀IOE江町 (164 a 9， 164 a 13)， NIO}l{8 058 a 6)， 日刀A可OY回目 CA. 

(1606 10)，日OCbJI旧(15966)，IIP11110Y (164619)， IIOYT11 (1586 

5)， PALlOCTbIO 0596 16)， POYKOY 062 a 5， 162 a 18)， POYKbI 

(162 a 8)， POY日色 (15567， 156 a 16， 158617， 159 a 2， 159611， 

16169， 162 a 17， 164(6)， PbI且A旧国8Mb (1546 18) ， C11JIO旧

(15969)， CJIABOY (158 a 2)， COYTb (159 a 10)， CもMOym8N11

(158615)， TB010 (162 a 18， 163 a 5)， TOE010 (153 a 5)， TOY (163 a 

6)， 18耳目NOY(160 a 1， 161 62) 

⑤ 誤った上で，さらに OYをyと綴るもの:

BbCYLlも (155612)，ffi}l{ACY CA (154 a 20) 

⑥ 前々項とは逆に OYj旧をf置と誤って綴るもの:

EbIBもllIffi(163 a 8)， BbKffiIIも(162618)， Bb田b且も田直(154a 13)， 

且OYNffi(161 6 14)， 0日ffi(161 a 13， 161 a 15)， q品且Am8MbCA 

(159 a 5)， 181111NOMffi (165 a 10)， ffi'lKACY CA (154 a 20) 

6) jersの使用はかなり正しL、。 (cf.前節2))

BbNも(159610)， BbC8MOY (165 a 12)， BbC1'>Mb  (159 a 13)， 

BbCもXも (158 a 3， 158 a 4， 159(3)， BbCb 058 a 6)， 耳も刀OMb

057(1)， Kも江8060 a 8， 161 a 6， 160618)， 江AKbTb(16365)， 

N114hCO'lK8 (154610， 163 a 7)， N114hTO}l{8 (15566)， II04hTO 
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(158614)， Pb日目 061a 14)， CM刀bNb(15761)， TbM1J (160 a 2)， 

%TO (15565， 157 a 9， 1646 17) 

① しかし，若干誤綴もある:

Nb (156 a 11， 160 a 14， 161 a 13， 16364)， JKMBOTb (1626 11)， 

JlONも耳8JK8(15968) (9) 

② 脱落も同時に生じている:

B (16069)， BC8 (164 a 19)， BCb (156620)， JlON且8JK8(165 a 4)(10)， 

KNMrAXも(158a 5， 16268)， KNMrbI (6064)， KTO (154 a 14， 

163617， 164615)， MNOrA (16265， 165 a 9)， MNOJKbCTBA (163 a 

17)， MN色 059a 15， 161 a 12， 164610， 164620)， NMKTOJK8 0636 

15)， IIOlJTO (1586 15)， lJTO (156 a 10， 159 a 6， 1606 16， 161 a 1， 

163 a 11， 1646 19， 165 a 5) 

7)もは語中でしばしばeと混同され，誤って綴られる。 (cf.前節7))

BP8MA (154 a 7)，百N8J18JK8(15769)， IIOCP8Jlも(15869，162 a 

14) 

①逆にeをもと誤る例:IIPMNもCM(162 a 16) 

② 再帰代名詞・人称代名調与格語尾を誤って綴る。

C8E8 (154 a 14， 157 a 3， 157 a 11， 158 a 15， 16067)， T8E8 (164620， 

165 a 5) 

③ しかしながら，もを正しく綴る場合が圧倒的に多L、。

EP1う2，;1う(163a 8)， Eも 054a 16， 154 a 17， 15463， 158 a 16， 1606 

14)， E1うJKA皿A (15467)， E1JJ1AXlコ(160612)，EもClコ(154615)，

E1JCもI(155 6 1)， B8lJ8Pも058a 9)， BM且も(156610， 160 a 3， 160 a 

14， 160a17， 16063， 160611， 160619， 164611)， BM耳もBb

(16263， 164616)， BM且もBbIII8(61611)， BM且もNlコ(154620)，

BMJlもXOMlコ(162 a 3)， BM月色町A 054 a 16， 154 a 18， 157613， 

16366)， B聞も凹A(157617〉， Bh(15868)，BmJU(16069)，
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BPもMA(162614， 164 a 4)， BもBPhZもT8063 a 13)， BbZBもCTMIIIA

056 a 20)， Bb刀もZも (154 a 17)， B'hM'sCTMTM 065 a 13) ， 

BbCち且OIIIA063 a 5)， BhCもMb(15661)， BhC色Xb(1576 19)， 

Bも且m凹8(163 6 17)， BもKOY(154a5)， BもMh(160 a 8， 160617， 

165a7)， BちPOBA(16063， 16263)， BちPOBABbIII8M(16264)， 

BもPOY町田8Mb (159 a 3)， B色PbI (155a1， 155a6， 155a13， 

162 a 9)， B1うPbNb062 a 20)， B1うCM(164 a 9， 164 a 13， 164 a 20X2)， 

BbC刀も且も(164613)，fP'sXN (61616)， fP1うXOBb(159 6 3) ， 

且bBもMA (155 a 1)， MDもT8 (15463)， MZBJ11うq8(63611)， 

MZ江もZO凹A (16366)， MNもMh (155 a 3) ， MP1う}){A 063 a 14， 

16365， 163614)， Mp's}){m (163 611)， MもCTO(15462)， MもCTも

(160 a 20)， N8BもPhNb(162 a 20)， 05PもTb(156 a 1)， 05も且OYMT8

0636 15)， 05もTOBANM弘(15966)，0且TうHも(154a 19)， WB色凹A凹A

(163 a 12)， IIOBもDACTA (158 6 4)， IIOB1ぅ}l{且b(161 a 5;>， IIOCJ11う且b
(155 a 7)， IIOCP1う且色(16167)， IIPMBJIも1IU1063 a 16)， IIPM且もT8

(163615)， IIPMMMもT8 (161 615)， IIPMN8C's T8 (6369)， 

IIPOIIOBもよIATM CA (159 6 1) ， IIPOIIOBもDAIIIA 0556 12) ， 

IIPもEもmAIeTh(164618)， IIP色且A皿A(15763)， IIPも且1コ(15666，

159a9， 16266)， IIP色}){且8(160 a 13， 160 a 16)， IIP色K刀ONMJIb

CA (158 a 9)， IIPもJIOMJI8NM8 (5866)， IIPもCTPAIIIhNAMb 

(156 a 7)， POY日色(156a 16)， PhUもT8(5464)， P色CT8(156 a 9)， 

Pも凹A (1546 10)， C刀も且b (160 a 16)， CもB1'>且もTt:刀ε(5965) ， 

CbB1う江もT8刀hCTBO (165 a 8)， CbNも且bNO(159 a 6， 163 a 11)， 

CbCTAPちIeIIIMCA (16465)， C1う且8(55611)， C1うDA田A 0606 

13)， C1う瓦Aillb054 a 19)， C1うMO(162 a 16)， Tも耳o(60615)， 
X刀も5A(5866)， X刀もBも058a 12， 16368， 1636 19) 

8)色につき，語中で Aと誤って綴る例がある。(:の後は Mar)。
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EA.CT A 0566 19) : EもCT8

一方，語中の Cを，A.と誤綴する例がある O

刀A.lliA国A(160 a 14) :刀8lliA.凹A

X8AJIA.ill8 (159 6 17) : X8AJI8IIIT8 

この 3例を考え合わせると，第 1例はもを臥とみなして Aと誤り，第2・

3の例はもを単にeと誤まる例が存在する故，逆に類推して直し過ぎでも

とみなした後に，第 lの例のごとく Aとしたものと考えうる。そもそも

Marはグラゴル文字文献ゆえ，且を表わす文字が存在しないが，グラゴ、ル

の且が語頭および母音の後では且に近く発音されたと推定されるから，キ

リル文字文献では協と表記される(ただしカノンである Sav2には頭位の

も/且が併存するが，出が大多数であるo cf.もCTl1/砧CTl1)o Sav 3では頭

位のTうはなく，民で表記される。

民811CA. 0546 13， 155 a 3， 155 a 9， 15864， 1626 14， 1626 17， 

164 a 1， 164 a 4) :も811CA. 

IAlli8 (157a19， 157620， 158a5， 15865， 159a11， 16267， 

165 a 10 x 2) : 1Jlli8 

民~8bI (162 a 5)， IA~8m (162 a 7):ち38b!，も38m

IAKO (154 a 16， 15465， 154619， 155 a 11， 156 a 14， 15667， 15766， 

158 a 9， 15863， 1586 18， 1586 19， 159 a 12， 159 a 18， 16064， 

160617，160620， 161a3， 161a20， 16263， 162610， 163a9， 

163 a 20， 16364， 163618， 164 a 9， 164 a 13， 164 a 17， 164 a 20， 

165 a 1， 165 a 3， 165 a 8): 1JKO 

出KO}l{8(15466， 156 a 12， 1576 16， 159 a 1， 1606 10， 161 6 12) : 

色KOlli8

也氏O}l{8(1606 10， 1636 5) : 1JKO }l{8(1) 

民MOlli806464， 16467): 1JMOlli8 

9)語頭aをeと綴るものがかなり存在する。これはグラゴル文献的であ
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る。

ET且A(158 a 17)， 8fO (15464， 155 a 12， 15569， 157 a 8， 162 a 5， 

162 a 9， 162612， 163 a 2， 163617， 15569， 157 a 8， 162 a 5， 162 a 9， 

1626 12， 163 a 17， 165 a 9)， 8fOJK8 (163 a 18)， 8耳目NOMOY[…] 

(1566 1) 8ill8 056 a 13)， 8MOY 057 a 19， 159 a 7， 1596 14， 16262， 

164 a 14， 16461， 164617)， 8C11 057 a 15， 161 a 6) 

ただし， 18と綴るものが多数ある。

18 065 a 5)， 18fllA 0596 12， 162 a 1， 16462， 16464)， 18fO 

(156 a 19， 15962， 160 a 16， 160 a 18， 161 6 5， 162 a 11， 163 a 9， 

1646 14)， 18fOJK8 060 a 6， 1646 12)， 18耳目NOfO 0606 13， 

160614)， 18耳目NOfO[…] (5861)， 18耳目NOMOY.[…] 055 a 8)， 

E耳目NOY054a 12)， 18耳目Nb057 a 13， 157 a 15， 161619)， 18耳目NbI

056 6 10)， 18耳目Nill0556 17)， 1811 0606 15， 161 a 1， 161 a 8， 

161 a 11， 161 a 20， 164 a 8， 164 a 13)， 18JK8 061 a 10)， 1811JK8 

057 a 1)， 18刀111W054 a 2)， 18MOY 06065， 161 a 4， 161 a 9， 

162a2， 16261. 163a4， 163a12， 164a8， 164all， 164a15， 

164 a 18， 164 a 19， 1646 10， 165 a 2)， 18MOYJK8 057 a 13)， 18C11 

061 a 5， 1636 17)， 18CMb 054 a 4)， 18CT A 057 a 12)， 18CT8 

(158615， 15965)， 18凹8059 a 3， 159 a 11， 160 a 2)，配的 054620，

157 a 8) 

10)語中でeをAと誤って綴る例がある。
江AJKA凹A(160 a 14) : J18JKA国A

ただし閉じ 160aの17と19では刀8JKAーと正しく綴る。よって単な

る誤記の可能性が大である。ただもしも 8/もの混同があり，もは臥

とみなされ， Aと書かれたということもありえないか。もしこの仮定

が成り立っとすれば，次の分詞末尾の諸例が同様に説明しうる。

KPbCT AillA (154 a 1) : KPbCT AIIIT8 
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C耳目IIIABbIIIA(154 d 19) : C刀もI凹ABbIII8

この誤りの逆の現象として， Marの-A.をI:A.，ついで色とみなし，

8/もの混同によりeと綴る。
Bも4;bP1うBbIII8054 a 15) : Bb3bPもBbIIIA.

F江田8(15863) : r JlI:ffiIIIT A. 

日田b且も凹8054 d 7) : 11凹¢且1コ凹A

IIP11IIIbLlbIII8 (154 a 10) : IIP11皿e且もIIIA.

この 4例中，第4の例 IIP日田b江1コ凹εについては次の点を指摘しておく必

要がある。すなわち，アプラコスである AssとOstrにこれら 4例を対比さ

せてみる時， Ass はすべて Marと一致し， Ostrは第 1-第3の例で文法的

に一致する(ただし，第3の例では OTもーの prefixをとる)。そして第4

の例では OstrはIIP11凹bLlbIII8とあって， Sav3に一致するのである。

日OCTOIWB百刊本のくC即日oy悶 3aT巴刀b)ではくIIP11田b且Z凹8.l:!MeHl:!T. MH. 

rrplflI. }!{. IIP11田b江b即日 17r.瓜A-tvαtλeua，αム〉とある。引用最後のギリ

シア語は， この刊本が Ostr本文と併載するギリシア語聖書テクスト(Iの

である。なんのことわりもないが，著者はこのギリシア語の formから，

IIP11IIIb且1コ皿eを能動分調過去・女性・複数・主格 IIP11皿b江志田¢とひき

あてたのであろうか。 Mr16.1の当該のギリシア譜文では，あきらかに女性・

複数が主語である (cf.Mar， Assともに IIP11III8且bIIIA.)0 - III8はOCS

では男性・複数・主格であるO あるいは Ostrのこの formは，別の文法的

意味の変化が理由として考えられるのであろうか。

11)子音閣の流音+jerの結合は， jerの種別を度外視すれば，正しく綴

られることが多い。 Ccf.前節3))

IImコNO(163 d 12)， IImコT11(58620) ; BbBPbJK8 CA. 063 d 1)， 

且PbJKACTA CA. (157 a 8)， LlPbJK11T8 061 6 18)， LlPbJKA. Tb CA. 

061 d 18)， MPbTBbIM11 056 a 11)， MPbTBbIXb (162615， 164 a 5)， 

MPbTBbIMXも(160d 5)， MPbTBbIXb 055 a 13 ， 15868)， 
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MPb TBbIXb (159 a 20) ，百BPb~8 (159 a 16)， IIPOTPbJK8 CA. 

(1636 14)， IIPbBbI (1546 12)， IIPbCliI (1646 14)， IIPbCT A (162 a 6)， 

IIPbCTb (162 a 16)， C1コMPbT11(15764)， CbMPbTbNO (15565)， 

CもMPbTbIO(16469) 

ただし， rをPとのみ記す例あり。

JK8CTOCP且b旧(155a 10) 

ついで，動詞の諸形態と ζれに関係する事項をとり上げる。

12)動詞3人称単数・複数語尾は -Tbとあるのが圧倒的である。ただし，

ocs形 Tbと正しく掘るものも若干存在する。 (cf.前節2))

-Tb : IE:CTも(162610)，日OMAJKOYTb(154 a 11) 

-Tb: EOYll品Tb(15568)， EbIBAIOTb (165 a 11)， 13も，ICTb054 6 20， 

156 a 3)， BAP A.8Tb (15465)， B8且8Tb(6467)， BP色且11Tb(15566)， 

Bb~r刀「刀旧Tb (15562)， Bb~J10JKA. Tb (15567)， BbCXOllA. Tb 

(158616)， rJ1IOTb (157613)，且ACTb (159 a 9 ， 1636 19) ， 

llPbJKA. Tb CA. (161618)， 8CTb (159 a 18， 163 a 19， 163 a 20， 

165a5)， 11JK且8NOYTb (15562)， MMATb (158620)， 11METb 

(155 a 16， 155 a 18)， 11CII11旧Tb(155 6 5)， KPCTTb CA. (155 a 17)， 

NAP11UAIE:Tb (161 a 10)， N色CTb(15462， 156 a 11)， 百BA耳目Tb

(154 a 14)，百hillCTA. Tb CA. (161 6 16)， IIOllOEA8Tb (159 a 12)， 

IIOllOEAIE:Tb (156 a 14 ， 16064)， IIPOCJ1AB11Tb (16469)， 

IIPちEも>lBAIE:Tb (1646 18)， P A~OYM色町Tb (159 a 16)， CillTb 

(157 a 10， 16267， 165 a 9)， OYMP8Tb (165 a 2， 165 a 3)， 18CTb 

(154620， 15766， 158a9， 158a10， 161a1， 161a4， 163a10， 

1636 18， 1646 15) 

13)アオリスト 3人称・複数語尾一凹Aは，上述5)!OCblの混乱から， し

ばしば一回Aで綴られる。この動詞語尾は前項 12) とともに特徴的で
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ある。 (cf.前節 10))

EもJKAIIIA(5467)， I3bIIIIA 05865， 16269)， 13's皿A (6363)， 

B11江も田A (154 a 16， 154 a 18， 157613， 16366)， BbBPbrOIIIA 

(l63a15)， BbZBPATMIIIA CA (l56a19， 159615)， BもZLlPA且OBAIIIA

CA (161610)， BもZAIIIA(160a7， 160617)， BもC色且OIIIA(163 a 5)， 

r耳目A (157620， 163 a 4)， LlA旧A 059 a 7)， MLlO田A (157614)， 

M3M且0皿A(163 a 5)， KOYIIMIIIA (154 a 9)， OI3PもTOIIIA(157615)， 

IIOZNAIIIA 063 a 9)， 日OK江ON目皿ACA (159614)， 日O刀O双日田A

(160 a 8， 160618)， IIOMANOYIIIA 056 a 18)， IIP1113耳目]五日田ACA 

(158 a 5)， IIP11且0凹A (1576 12)， IIPOIIOBも耳AI1IA 0556 12) ， 

IIP's江AIIIA(5763)， PACIIAIIIA (15765)， P8KOIIIA (157616)， 

Pも皿A(154610)， OyrOTOBAIIIA (55619)， OYJKAC11IIIA 0576 

10)，民B日山ACA (15666)，出血A(163 a 7)， AIIIA (155 a 1， 155 a 

13) 

ただし正しく綴られるものもある。

B11且's血A (1576 17)， BbZB'sCT11IIIA (156 a 20)， 11Z刀すうえOIIIA

(16366)， IIPI1且O国A(16363)，民国A055 a 7) 

14)能動分詞現在・女性・複数・主格/対格において， Marのー皿Aは，

Aを臥とみなし，田の後ゆえ -IIIAと誤って綴られる。

主格 :r凹A(1576 12) : r江田凹TA

N8C.ffi.IIIA (1556 18) : N8C昂IIITA

対格:JI8JKA国A (1566 10， 1566 16) ; JI8JKA皿TA

15)アオリスト形において， Marの古い形を新しい形で対応させる。 (cf.

前節 11))

BもBPbrOIIIA(163 a 15) : BbBPもr.ffi.

BbZMLlOXb (161 a 12) : Bb3M且も

BbZAIIIA (160 a 7， 160617): Bも3ACA
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BもCも且OIIIA063 a 5) : BbC色江m

11110皿A (1576 14) : 11且面

11~11110IIIA 063 a 5) : 11311且E

11~J1色~OIIIA (163 6 6) : 113J1色3m

013PもTOIIIA(1576 15) : 013P色Tm

IIP11110IIIA (157 6 12， 163 6 3) : IIP11且E

P ACIIAIIIA (157 6 5) : IIPOIIA CA (ただし同義で〉

AIIIA 055 a 1， 155 a 13)，民国A (155 a 7)，民凹A (163 a 7) :出CA

16)アオリストの 3人称・両数の語尾につき， Marの語尾(主に-CT8)

に対し，新しい語尾一CTAが対応する。(ただし CTAの語尾はカノ

ンにおいても一CTE:と共存する。)

13ACT A (1566 19) : 131)CT8 

Bb~BちCT11CTA (155 a 5) : B13B色CT11CT8

fJ1ACTA (160615) : fJ1ACT8 

日且OCTA (16066) : 11118T8 

百B1~OCTA CA 058 a 13) : OTBPちCT8CA 

IIO~NACT A (J 58 a 14) : II03NACT8 

PもCTA(157 a 19， 158 a 15) : PもCT8

CT ACT A 056 a 5) : CT ACT8 

17)インパーフェクトにおいて，縮約により-aa-，・色a・が-a-Iー色ーとなり，

さらに文字の混同も加わり， AI且/もで綴られる場合がみられる。 (cf.

前節9))

①単純な例:Bb~NOIIIAIII8 CA 059 6 13)， IIJ1AKA凹8CA (1606 

10)， IIOBもllACTA (158 6 4)， IIO且013AIII8(158 a 1) 

②AI民/も :13も国8(15662)， 13AXOY (158 a 5， 15862. 1596 16， 

161 64， 162 a 10， 1626 17)， B1うllAXOY (16064)， Bも且A凹e

(160620) ，且A民国8 058 a 13) ， 11且ACTA 058 a 6)， 11且A凹ε
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(157 a 7)， 日耳A国8TA (160 a 10)， L1MAXOY (5667)， L1MA皿ε

(15468)， 刀IOEiflb生田8(1646 12)， 刀IOEi耳A凹ε(160a 6)， MNAXOY 

(1586 13). TBOPAIII8 CA (158 a 7)， XOJK且AIII8 (16463). 

XOT AIII8 (16464) 

さいごに，名調・形容詞類および語葉に関して述べる。

18)名詞男性単数造格語尾での rusizm形-bMhは見あたらなL、。 OCS

形のみ認められる。前者の例はすでに引用した (cf.前節4))。

L1II8N且L1TOMh(163 a 20)， OEiP A~OMh 055 a 3) 

19)形容調・代名詞・分調長語尾形において， Marに比して同化・縮約

がみられる。

BもIBも凹L1Xも(157a 16) : EibIBb四L1L1Xb

BL1且1JBb凹L1Mも (155 a 11) : BL1且もBlコ凹L1L1Mb

且POY~L1 (162 a 2) : npOYSL1L1 

JKL1BArO 056 a 10) : JKL1BAArO 

IIPL1K刀IO可bIIIL1XbCA 057 a 3) : IIPL1KflIO可hIIIL1L1XbCA 

ただし逆の例:

MPbTBbIL1Xb (164 a 2) : MPbTBbIXも

20) Marに比して，話量の異なりがある。 (cf.前節目))

B8flL1KO旧(159616)， B8flL1KもIXも(1636 12) : B8flL18田. B8刀肌

(同順で)

Bも~BPATL1CTA CA (158 a 19) : BPATL1CT A CA 

BlコCTABlコ054612) : BbCKPbCb 

BもTOPOI8(164 a 11) : BもTPL1118hn

Bb凹b瓦bIIIiii(154 a 13) : BもCL11JBb凹旧

rflA (161 a 4) : P848 

且Afl848[…] (156620) : CTA耳目日[…]

L1nL1 (164620) : rPAnL1 
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11Z， (164 a 2) : OT'b， ただし百(164a 5) : OTも

KAKO (154 a 18) :もIW

NAPI1UAI8Tb Ca (161 a 10) : NAP8Q8T'b Ca 

N色UI1I1(157614) : 8耳目NI1

OBbUA 064 a 10) : ArNb日a，ただし OBhUA064 a 14) : OBもUA

IIOBも且AIO回目 (161a 19) : Bb3B色凹TAIiiiIIITI1 

IIOC'bJI旧 0616 13) : C'bJIill 

P ABBI1 061 a 10) : PABBOYNI1 

PACIIaTAro (15461)， PACIIaTOY (156a17)， PACIIaIIIA (157 

65) : IIPOIIa TAArO， l1POIIa TOY， IIPOIIaCa 

CTP AX'b (154 6 8) : TP8II8Tも

TP8TI1I8I8 064 a 15) : TP8Tl1Ul1 (Zog) 

T AKO 0626 17) : Cl1U8 

T'b 061 62) : ON'b 

21)次のような特異な語がみられる。

BPbTorPAllbNMK'b (161 a 3) 

この語は Marでは RPもTOfPAIIAPbとあるがω) A刀eI，ceeB(J4)の注に従え
ば， Sav3と同じ語BPbTOrPA且bNI1Kもは 13c末から 14c初ブルガリア

成立の四福音書 (prE，ゆ.87(rpMrOpOBMQa)， 10)に出現するという。と

すれば，これよりも早く Sav3に存すること， Sav3はロシア成立であるが

恐らくブルガリアのオリジナルからの写本であることを物語るといいうる。

さらにこの地で，同義語に置きかえられた可能性が高いのではなかろうか。

むすびとして

以上まだまだ述べるべき項目はあるが，割愛する。 Sav3は，全体として

みればカノン・テクストである Sav2から大幅に逸脱するテクストを有す
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るわけではなく， Sav3が依拠したテクストω の影響下で，一部ロシア化

した現象が認められるとするべきであろう。よって， Sav 3はこの点を認識

した上であれば， Sav 2と同等に扱ってよいという結論に達する。

なお Sav3についてはハンガリーの1.H. Tothの論文(]6Jが存することは

承知しているが，入手できていなL、。また， 1999年刊本序論においても

Sav3につき種々の言及があるが，本稿ではあえて筆者のカード、に従って，

立論したことをことわっておきたい。

注

(1) Sav 1については Schaeken(参考文献C6)等を見よ。

(2) 15 cセルビアの四福音書，キリル文字文献。(テクストは参考文献A 7) 

(3) OCSカノンのひとつ。 10-11cマケドニア成立のアプラコス，グラゴル文字

文献。

(4) 参考文献 A12による。

(5) 10.11cマケドニア成立の四福音書，グラコ、ル文献。

(6) 13 cブルガリア成立の四福音書。(参考文献A9)ただし，この書は verse

中の省略が多い。ここでの問題も， したがって，正確を期せない。

(7) 翻字に誤りが混在するゆえ，添えられた写真を参照せよ。

(8) sの後でも同様。例は 13)を見よ。
(9) SJS では〈且ON~hnE:JKE:， no悶E:JKE:)と見出し語を並記する。

(10) 前注参照。脱落とはいえないかも知れない。

(11) 今， Jagieの校訂に従う。

(12) その底本については BOCTOIW田刊本序文VIIを見よ。

(13) Ass， Ostrも同じ。

(14) 参考文献 All参照。

(15) すなわち，すでに東ブルガリアで改修を加えられたチクストが想定される。

(16) Tothの論文，とくに第3の論文。:M. X. TOT， 'PyccKafl qaCTも CaBBIIHoii

KHllrll'， Dissertationes slavicae 12， 1977;‘PyじCKa目立aCTも CaBBHoiiKHllrll. 

KoppeKTYPHoe ，13且aHlleTeKCra'， Dissertationes slavicae 21， 1990;江peBHe宜凹afl
pyccKafl IJaCTb CaBBIIHoii KHllrll， Cere且， 1995.
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32 明治大学教養論集通巻508号 (20日・ 9)

氏を介して入手しえた。その主内容はわれわれの言う Sav3のテクスト翻刻

であった。本稿に抵触しないゆえ，検討は後日とする。

【本稿は平成26年度~平成28年度JSPS科研費(課題番号26370399)の助成を受

けでなされた研究成果の一部である】
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